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官文字と聖刻文字が 1 対 1 に対応する場合には聖刻文字転写を底本として使用
してもさほど大きな問題は生じないが，両者の対応は 1 対 1 になるとは限らな


























　聖刻文字の文字素の分類とコード化および字体の整理は A. Gardiner が
作成したものが世界基準となっている 4。本稿で分析の対象とする文字素を
Gardiner 式の文字コードと字体で示すと E9E9（ブバリス），E20 （セト神）





たとえば E9 が iwd「離す」で，E20/21 が nSny「嵐・激怒」や qri「嵐」で、
E27 が sr「予言する」でというように，それぞれ異なる語で使用される。中
聖刻文字の E9, E20/21, E27 に対応する神官文字
―「エルミタージュ・パピルス No.1115」と「プリス・パピルス」を事例として― 
エジプト語辞典でそれらの語の表記を確認すると，（1）のようになる 5。
　（1）ａ．  iwd「離す」（Hannig 2006: 151）
　　　ｂ．  nSny「嵐・激怒」（Hannig 2006: 1349）
　　　ｃ．  qri「嵐」（Hannig 2006: 2527）
　　　ｄ．  sr「予言する」（Hannig 2006: 2279）
　（1a）iwd「話す」では最初の文字が E9，（1b）nSny「嵐・激怒」では最後の
文字が E21，（1c）qri「嵐」では最後から 2 番目の文字が E21，（1d）sr「予
言する」では最後の文字がE27である。（1a）のE9は iwの音価を示し，（1b）-（1d）
で使用されている E21 と E27 は限定符である。
　以上が聖刻文字の E9，E20/21，E27 とそれらが使用される語の例である。










式の E9 と E20/21 はそれぞれ Möller の No.143 と No.144 になる。ところが
E27 に該当する神官文字については必ずしも明確ではない。
　E27 は Möller（1909）に掲載されていなかったが，その補遺として出版さ
れた Möller（1936: 3）においてようやく取り上げられた。Möller（1936: 3） 
では「No.142bis.（No.142 の 2 番目）」として登録されており，対応する聖刻
文字として「キリン」が描かれている。繰り返すが No.142bis. は Möller （1909）
に登録されておらず，類似した番号の No.142 は「雄牛」をかたどったもので，
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Gardiner 式の文字コードでは E1 となり，No.142bis. とは異なる文字素であ
る。また，Möller（1936: 3）に掲載されている事例は本稿で分析資料とする「エ
ルミタージュ・パピルス No.1115」の 31 行目の 1 例のみとなっており、その
字形は No.142 のものと類似している。このような状況を考えると，E27 に該
当する神官文字が存在していたことを積極的に認めることが難しいように思わ
れる。ここで注目すべきは Gardiner の見解である。かつて Gardiner は中王
国時代の神官文字において E20 が E 7 や E27 を示すために使用されることを
指摘し，その例として「エルミタージュ・パピルス No.1115」の 31 行目と 97
行目の例を挙げていた （Gardiner 1957: 460）。つまり，Gardiner によれば「エ
ルミタージュ・パピルス No.1115」の 31 行目と 97 行目に見られる E27 の文
字は E20 で表記されていることになる。本稿では Gardiner の見解を参考に
しつつ，聖刻文字の E27 に対応する神官文字の存在をひとまず保留しておく。
　次に No.143（E 9 ）と No.144（E20/21）の字形について確認する。表 1 は
Möller の No.143 の字形を，表 2 は No.144 の字形をそれぞれ掲載したもので
ある 6。




では動物の頭部や体の形状が No.143 と No.144 で類似しているが，尾の形状
表 1：Möller (1909: No.143)
表 2：Möller (1909: No.144)
聖刻文字の E9, E20/21, E27 に対応する神官文字
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で No.143 と No.144 が弁別されているように思われる。このように，Möller




ルス No.1115」と「プリス・パピルス」を用いて，聖刻文字の E 9 ，E20/21，
E27 に対応する文字について検討する。
４.１．「エルミタージュ・パピルス No.１１１５」における字形の検討





語 箇所 神官文字 文字の機能
聖刻文字で
表記する場合
iwd 155 行  表音 (iw) 　　　 E9
nSny 32 行  限定符
 , 
E20/21nSny 98 行  限定符
qri 57 行  限定符
sr 31 行  限定符
　  E27




　（1a）－（1d）で確認したように，① iwd で使用される聖刻文字は E 9 ，②
nSny と qri で使用される聖刻文字は E20/21，③ sr で使用される聖刻文字は
E27 である。表 4 のうち，尾を持たない a 類は② nSny と qri および③ sr で使
用されているが，②と③の字形に弁別的な差を認めることができない。また，
nSny には a 類と b 類があり，sr では a 類と c 類があるというように，尾の有
無やその形状に弁別的な特徴を見出すことができない。このように表 4 および
表 3 に掲げた 6 例の字形からは，聖刻文字でなされているような文字素の使
い分けを積極的に指摘することができない。このような結果から，「エルミター











iwd nSny qri sr
a 類：尾がないもの
32 行  57 行 31 行
b 類：尾が V 字形のもの
 98 行
c 類：尾が 1 本線のもの
 155 行 97 行
聖刻文字の E9, E20/21, E27 に対応する神官文字
―「エルミタージュ・パピルス No.1115」と「プリス・パピルス」を事例として― 







のが表 5 である 9。
　「パピルス・プリス」の字形は Möller（1909）のリストに掲載されていた。
表 1 と表 2 の［4］がそれである。No.143 に掲載されている例は 7,11 と 9,5
であり，No.144 に掲載されている例は 12,8 である。Möller（1909）のリス
トに掲載されている No.144 の 12,8 は尾が 1 本になっており，尾の有無と形
状において No.143 の 7,11 と 9,5 の 2 点とは異なっている。ところが，実際
の写真を見てみると，12,8 の尾は V 字形になっていて，筆者の分類では b 類
になる（表 5 ）。また，Möller の No.144 には a 類 （尾がないもの）が掲載


















いもの 7， 11 6， 4 6， 5
b 類：尾が V
字形のもの 9， 5 11， 13 8， 2 14， 2 12， 8
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このような結果から，「プリス・パピルス」においては E9 と E20/21 の文字が
弁別されていなかったとの判断を下すことにしたい。
　これらの文字に対して，過去の聖刻文字転写はどのような文字をあてがって
いたのであろうか。W. Budge が作成した聖刻文字転写を見ると，6,5 と 12,8
は共に E21 であり， iw の音価を持つ「四足動物」の文字はすべて E9 となっ
ている（Budge 1888）。このように Budge は「四足動物」の神官文字を異な
る種類の聖刻文字に直し分けている。






　3 節で確認したように，Möller による神官文字の研究で示された E27 の事
例は「エルミタージュ・パピルス No.1115」の 1 例のみであり，Möller はそ





　ところで，「プリス・パピルス」の聖刻文字転写を作成した Budge が 6,5 と
12,8 の文字を E21 に転写していたことは既に 4 節で述べた通りであるが，実
は Budge は他にもう 1 つ別の文字を E21 に転写していた。それは次の（2）
である。
　（2）  kAs「傲慢な」の限定符（1,12）
　この文字の字形は「プリス・パピルス」の 6,5 や 12,8 とは異なっているも
のの，No.144 に掲載されている［10］「ゴレン・パピルス」，［11］「エーベル
ス・パピルス」の字形に類似している（表 2）。（2）の文字の頭部の形状を考
聖刻文字の E9, E20/21, E27 に対応する神官文字
―「エルミタージュ・パピルス No.1115」と「プリス・パピルス」を事例として― 
えると，確かにこれを No.144 に認定することができるであろう 10。そして，
（2）の文字を No.144 と判断するのであれば，（2）と異なる字形の 6,5 や 12,8
を No.144 以外のもの，すなわち No.143 として判断するのが妥当であるよう
に思われる。
　3 節で述べたように，かつて Gardiner は中王国時代の神官文字において
E20 が E7 や E27 を示すために使用されることを指摘していた （Gardiner 
1957: 460）。この指摘に倣えば「エルミタージュ・パピルス No.1115」と「プ


































書の Parkinson（2002: 299）は「エルミタージュ・パピルス No.1115」の底本
として聖刻文字転写の Blackman（1932）を使用しているし，「エルミタージュ・
パピルス No.1115」の文体構造を研究した Burkard（1993: 44） は底本として J.L. 
Foster が作成した聖刻文字転写（Foster 1988）を用いている。F. Junge は聖刻
文字転写を「Egyptological Hieroglyphic」（Junge 2001: 27）と呼び，これが一
次資料ではないことを示しているが、読み易さの点から聖刻文字転写の有効性
を認めている（Junge 2001: 27）。
2  エジプト学で最も有名な神官文字資料の 1 つである「エルミタージュ・パピル
ス No.1115」は 1913 年にその写真が公開され，現在までに 10 種類以上の聖刻
文字転写が作成されているものの，文字の判読については未だに異説がある。





として扱っている （高田 2009: 134）。
4  ガーディナー式の文字コードは Gardiner（1957: 442-543）に掲載されている。
そこでは，文字分類の範疇をローマ字で，範疇内部の整理番号を数字で示した











7  本写本のモノクロ写真は Golénisheff（1913）に掲載されているが，その写真か
聖刻文字の E9, E20/21, E27 に対応する神官文字
―「エルミタージュ・パピルス No.1115」と「プリス・パピルス」を事例として― 






8  3 節で述べたように Gardiner は E20 と E27 の文字が同一の文字素であること
を指摘していた。
9  「プリス・パピルス」の写真は Jéquier（1911）に掲載されているものを使用した。
表 5 において写真の下にある 7,11 などの数字は欄と行を示し，たとえば 7,11 は
第 7 欄 11 行目となる。
10 本稿では No.144 に対応する聖刻文字を今まで E20/21 としてきたが，No.144
の字形を見る限り，聖刻文字の E21 の方が適しているであろう。このことから，
聖刻文字ではセト神を示す文字素に異体字の E20 と E21 が存在しているが，神
官文字ではセト神を示す文字素に異体字が存在せず、No.144 の 1 種類のみとな
ることが了解される。
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